
住み慣れた地域でともに支えあい
最期まで安心して暮らせるまちをめざして

～高齢者をとりまく地域課題を、解決していくシステム作り～
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古賀市 介護支援課

区長会説明会資料



古賀市の
高齢者の状況
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介護予防・日常生活圏域
ニーズ調査

配布方法
回収方法

郵送による配布回収

抽出方法

介護認定を受けていない者
総合事業対象者
要支援１・２認定者
以上の方の中から無作為抽出

配布数 4,080件
有効回答数 2,42４件
有効回答率 59.４％
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ひとり暮らしの増加に伴い、毎日の共食を行う高
齢者が減ってきている。

誰かと毎日、会話している

84人

73人

貯金の出し入れをしている人

78人

5４人

バスや電車を使って一人で外出できるし、
している人　　72人

できるけど

していない人14人

若い人に自分から話しかけることがある

                    要介護認定を受けていない６５歳以上の高齢者１００人のうち約何人？

生きがいがあると感じている人 57人 趣味のある人　72人

誰かと毎日食事をしている人　　

毎日料理する人　62人ご自宅でストレッチや筋肉トレーニング、
軽い体操ウオーキングを週に一回以上行う人

６７人 女性が男性の
2倍以上

調理を担ってい
ます。

新聞読んでいる人
　　　　　　　　　7７人
本や雑誌を読んでいる人

　　　　　　　　　7１人

週に１回以上外出している人　９０人 日用品の買い物をできるし、している人77人

内３６人は
　　５回以上

健康について記事や番組に関心がある人　８９人

（できるけどしていない人　１４人）

アンケートから見えてくる古賀市高齢者の現状（要介護認定を受けていない人）

週に何回かある ９．４人

月に何回かある １４．９人

年に何度かある １１．６人

できるけどしていない人 14人

令和2年3月

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査より独自編集

自分で電話番号を調べて、

電話をかけている人 ８２人

年金などの書類（役所や病院などに出す書類）

が書ける人 ８６人

ほぼ毎日お酒を飲む人 ２０人

飲まない人 ６１人

ほぼ毎日タバコを吸っている人 ７人

吸っていたがやめた ２７人

もともと吸ってない ６３人
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アンケートから見えてくる古賀市高齢者の現状（要介護認定を受けていない人）

要護認定を受けていない６５歳以上の高齢者１００人のうち約何人？

体の健康
●階段を手すりや壁をつたわらずに登っている人 ５２人

●椅子に座った状態から何もつかまらずに

立ち上がれる人 ６７人

●１５分くらい続けて歩いている人 ７２人

●歩くのが遅くなった人 ６５人

●一年間で転倒経験がある人

一度ある ２２人 何度もある １２人

●転倒の不安がある人

とてもある １６人 ややある ３７人

心の健康
●この一か月間、気分が落ち込んだり、ゆううつな気持ちに

なったりすることがある人 ３８人

●この一か月、どうしても物事に対して興味がわかない、

あるいは心から楽しめない感じがよくある人 ２４人

お口の健康
●半年前に比べて固いものが

食べにくくなった人 ３３人

●お茶等でむせることがある人 ２７人

●口の渇きが気になる人 ２９人

●自分の歯が２０本以上あり

入れ歯を利用してない人 ２９人

●毎日歯磨きをしている人 ９０人

脳の健康
●物忘れが多いと感じている人 ４３人

●今日が何月何日かわからないときがある人 ２６人

●５分前のことが思い出せる人 ８６人

現在の健康状態

・とても良い9人 ・まあよい６６人 ・あまり良くない19人 ・良くない4人

健康編
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古賀市の高齢者は、地域についてどう思っているの？（１００人中何人？）

●普段の近所との付き合い方

会えば挨拶を交わす程度 42人

世間話や立ち話をする程度 36人

留守をするときに声を掛け合う程度 3人

困っているとき相談や助け合いができる 12人

●住んでいる地域の支え合いの必要性

とても思う ２１人

思う ６３人

あまり思わない １１人

思わないない ２人

●住んでいる地域の支え合いの実感

とても感じる 7人

感じる 45人

あまり感じない 34人

感じない 11人

●将来も、今の地域に暮らし続けたい

とても暮らし続けたい 17人

暮らし続けたい 72人

あまり暮らし続けたくない 7人

暮らしたくない 2人

アンケートから見えてくる古賀市高齢者の現状（要介護認定を受けていない人）

地域編
令和2年3月 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査より独自編集

●あなたが最期を迎えたいと思う場所はどこですか

自宅 ４３人

病院などの医療施設 ２９人

子どもの家 １人

兄弟姉妹などの親せきの家 １人

高齢者向けのケア付き住宅 ４人

特別養護老人ホームなどの福祉施設 ４人
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●地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味活

動等のグループ活動を行って、いきいきした地域づく

りを推進するために、あなたは参加しますか。

アンケートから見えてくる古賀市高齢者の現状（要介護認定を受けていない人）

要介護認定を受けていない６５歳以上の高齢者１００人のうち約何人？

●一か月間に知人や友達と

一人以上あった ４５人

●よく会う友人・知人はそのような関係ですか

●１週間に１回以上参加している人

●友人の家を訪ねている人 ４５人

4人
17人
12人

2人
8人
4人
3人

13人

学習・教養サークル
介護予防の通いの場

老人クラブ
町内会・自治会
収入のある仕事

ボランティアグループ
スポーツ関係のグループ・クラブ

趣味関係のグループ
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介護保険が
めざすもの
～平成27年 介護保険法改正～
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地域住民の参加

高齢者の社会参加生活支援サービス

生活支援の担い手
としての社会参加

○現役時代の能力を活かした活動
○興味関心がある活動
○新たにチャレンジする活動

・一般就労、起業
・趣味活動
・健康づくり活動、地域活動
・介護、福祉以外の
ボランティア活動 等

○ニーズに合った多様なサービス種別
○住民主体、NPO、民間企業等多様な

主体によるサービス提供

・地域サロンの開催
・見守り、安否確認
・外出支援
・買い物、調理、掃除などの家事支援
・介護者支援 等

バックアップ

市町村を核とした支援体制の充実・強化

○ 単身世帯等が増加し、支援を必要とする軽度の高齢者が増加する中、生活支援の必要性が増加。ボランティア、ＮＰＯ、民間企業、協同
組合等の多様な主体が生活支援サービスを提供することが必要。

○ 高齢者の介護予防が求められているが、社会参加・社会的役割を持つことが生きがいや介護予防につながる。
○ 多様な生活支援サービスが利用できるような地域づくりを市町村が支援することについて、制度的な位置づけの強化を図る。

具体的には、生活支援サービスの充実に向けて、ボランティア等の生活支援の担い手の養成・発掘等の地域資源の開発やそのネ
ットワーク化などを行う「生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）」の配置などについて、介護保険法の地域支援事業
に位置づける。

生活支援サービスの充実と高齢者の社会参加
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古賀市の取組
～介護予防と日常生活支援の体
制整備の取組～
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古賀市版地域包括ケアシステムの姿
～住み慣れた地域で支えあい、最期まで安心して暮らせるまちをめざして～
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古賀市版地域包括ケアシステムの姿
～住み慣れた地域で支えあい、最期まで安心して暮らせるまちをめざして～



生活支援コーディネーターは、高齢者をとりまく地
域の介護予防や日常生活支援の課題を、地域の人たち
と解決していく案内人のようなものです。

地域の課題は、生活支援コーディネーター一人で解
決できるものではなく、多くの人達の力を借りながら
、人と人をつなぎ、解決の道を探っていくのです。
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介護保険では、その生活支援コーディネーターが地
域の様々な人たちと課題解決の糸口を探っていくため
のシステムを作っていくように推進しています。

それは、地域支えあいネットワーク（協議体）であ
り地域ケア会議です。

古賀市は、今まで古賀市が作ってきた地域の絆を切
ることなく、よりつながりを広げた、古賀独自の課題
解決の体制を作っていくことにしました。
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地域や高齢者の声をどう活かすか？

ご近所同士で
助け合い

地域の困った
地域の福祉課題・生活課題

一人の
困った

家族・隣組

自分で解決

自助

互助(地域支え合い）

共助・公助

公的サービス
（介護保険・生活保護）

新しい協力者

・お店
・企業
・病院

・介護事業所
・介護予防サポーター
・ボランティアグループ

・郵便局
・学校（幼、小、中、高、大学）
・その他行政、事業者、サポーター等

自治会

小学校区

市

井戸ばた座談会

生活支援
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ新しい協力者の発掘。
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役割：会のコーディネート機能・基盤整備
目的：地域課題の抽出。地域情報の共有・フィードバック

生活支援コーディネータの業務
目的：「高齢者の介護予防・生活支援等のサービスの体制整備を推進していく。」

役割：　①生活支援の担い手の育成（第1層・第2層）②介護予防・生活支援サービスの開発（第1層・第2層）

　　　③関係者のネットワーク化（第1層・第2層）④ニーズとサービスのマッチング（第2層）

第3層　各自治会活動・地域の団体活動・市民の活動　(困った時はお互いさまたよりあえる、仲間作り、意識作り）

「住み慣れた地域でともに支えあい、最期まで安心して暮らせるまちづくり」をめざした体制の構築（案）

行政・地域包括支援センター（3職種）

介護予防・生活支援・医療・介護　地域支えあいネットワーク体制

第1層　地域支えあいネットワーク全体会議（協議体）

事例から見えてきた地域課題の明確化 各小学校区の介護予防・生活支援の現状と成果課題の明確化

【内容】古賀市の課題として協議が必要な場合には、関係団体を生活支援コーディネーターが選出し、課題別会議を開催することで、課題解決をめざす。

【内容】各小学校区にて、関係機関が集まり地域の高齢者をとりまく現状状況把握や体

制整備の学習を行う。（年間2回程度 ①学習会 ②年間報告会）

【内容】 各小学校区の課題に対して協議が必要な場合には、関係団体を2層生活支援コーディ

ネーターが選出し、課題別会議を開催することで、課題解決をめざす。

第1層 地域支えあいネットワーク課題別会議（協議体専門委員会）

第2層 地域支えあいネットワーク全体会議（各小学校区協議体）

小野・青柳・古賀東・古賀西・花鶴・千鳥・花見・舞の里（8小学校区）

【内容】関係機関の代表者が集まり古賀市の高齢者をとりまく現状把握や体制整備の学習を行う。（年間１回程度 ①学習会 ②年間報告会

第２層 地域支えあいネットワーク課題別会議（協議体専門委員会）

協
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か
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策
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提
案
や
サ
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活
動
主
体
へ
フ
ィ
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ド
バ
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行政機関
地域活動サポー

トセンター運営

委員会
地域活動に意欲

のある市民

地域活動

団体

・企業

・ＮＰＯ

第1層生活支援

コーディネーター

第２層生活支援

コーディネーター

コスモス

ネット委員
地域ケア会議

アドバイザー

各地域の高齢者の介護予防・生活支援におけるい地域状況事業対象者・要支援認定者の個別事例

地域ケア個別会議（包括支援センター主催）

【内容】ケースを検討することにより、①地域支援ネットワークの構築

②ケアマネジメント支援③地域課題の把握を行う

地域ケア会議アドバイザー：看護師・リハ職・管理栄養士・歯科衛生士

薬剤師・生活支援コーディネーター等

地域ケア推進会議（市主催）

【内容】住み慣れた地域で安心して暮らし続けることを支援するために、社会

資源を活用しながら地域力を高め、地域課題について情報交換を行い問題解決

に向けた取組を推進する。 コスモスネット委員（医療介護専門職代表）

地域課題の把握・地域づくり資源開発・施策形成の提言

包括支援

センター

社会福祉

協議会

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
連
携
会
議

①

②③
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まとめ
～豊かに生きていく
ために～
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住み慣れた地域で共に支え合い
最期まで安心して暮らせるまちづくり



こまったときはお互いさまたより合えるまち

この言葉は、古賀市が作成した地域福祉計画のめざ
す将来像です。

まずは、あなたがあなたらしく、元気でいることか
ら始めてください。そしたら、きっと周りの人に、そ
の元気を少しおすそわけしていただけると思います。

そして、地域の人と声かけ合い手をつなぎあえば、
温かさのある地域で安心して暮らせることにつながっ
ていきます。地域に住む一人ひとりの方の小さな力も
、集まれば大きな力となります。そんな地域が、どん
なことがあってもびくともしない地域となるのです。
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ひとり一人の支え合いの気持ちが地域づくりの土台です。し

かし、個人や家族だけで様々な困りごとを解決したり、健康づ

くりを行ったりすることが難しくなっています。 そんな時だ

からこそ、地域の人だけでなく市民団体や企業の方にも、地域

づくりに参画していただき、ひとり一人が、この地域に住んで

よかったと、終期を迎えたときに思える、温かな地域を作って

いきましょう。

高齢者になっても、住み慣れた地域で共に支えあい

安心して暮らせる地域づくりをめざして
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